
授
之
以
策
日
、

昨
乃
穣
勲
、
(
川

春
、
伐
祁
伐
絞
、

m
z
v
 

(
以
下
略
〉

以

会
議
〉

3 

A
F
1

ロμ
、

f
i
 

F

刃
J
'
u
b

子
猫
、
手
猶
欲
之
、

(
昭
二

(
4〉

(
5
)
 

対
句
中

ι於
げ
る
語
の
情
緒
的
価
値

る
一
考
察

i
i

一(26)一

県
川
底
一
人
句
法
を
中
心
と

}Jf 

一

・

喚

一

惜

の

理

知

的

価

値

と

鵠

緒

的

価

怖

と

を
併
有
す
る
。
従
っ
て
そ
の
者
こ
の
荷
稲
に
瓦
つ
て
な
さ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
摺
本
来
の
機
能
が
社
会
的
約
束
に
基
づ
く
指
示
を
主
と
す
る
為
に
、
前
者
に

比
し
後
者
の
前
一
望
牲
に
、
就
い
て
は
従
来
述
べ
ら
れ
る
こ
と
似
側
め
て
稀
で
あ
る
心

注
1
小
論
は
そ
の
点
に
就
き
、
所
調
三
日
一
泊
を
素
材
と
す
る
芸
術
の
一
科
」
と
し

て
の
文
学
に
在
っ
て
、
特
一
に
後
者
の
比
涯
の
大
な
る
ベ
オ
詩
を
採
り
上
げ
て
、
者

も
の
で
あ
る
ブ
一
見
甚
だ
幼
稚
に
似
た
こ
の
問
題
は
、
害

、
決
し
て
単
純
一
な
拍
象
論
や
、
形
の
上
の
公
式
論
で
、
解

い
D

そ
の
追
究
に
は
、
震
大
な
資
料
と
、
そ
れ
へ
る

そ

こ

に

の

ノト;、
〆I=Y

英

見リ

る
つ
従
っ
て
こ
こ
に
は
、
そ
の

め
る
こ
と
だ
け
に
終
る
の

そ

こ

で

、

先

ず

材

質

の

統

一

の

り

例

を

取
り
、
そ
の
中
に
用
ひ
ら
れ
た
問
の
情
的
機
能
上
の
関
聯
を
考
へ
て

み
る
こ
と
と
す
る
。
資
料
と
し
て
詩
人
五
選
ん
だ
朗
自
は
、
そ
れ
が
宋
代
に

於
け
る
詩
詳
の
蒐
集
と
し
て
可
不
可
の
無
い
も
の
、
と
見
倣
し
う
る
と
同
時
に
、

叉
ご
く
手
近
か
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
…
制
持
説
康
之
が
ど
の
段
な
規
準
で
こ

れ
ら
の
何
を
集
め
た
か
は
濯
か
に
は
知
り
得
な
い
が
、
初
会
・

別
・
地
名
・
人
名
・

の
対
何
八
・

の



L
1
守

J
ゐ

品

914

、

E
J
A
Y

ょ
午
二
以
列

ゐ
る
も
の

れ
て
ゐ
る
こ
れ
ら
は
事

で

対
何
の
典
明
日
を
揃
へ
て

刊
で
あ
一
る
よ
り
先
に
、
よ
っ
て
小
ん
ま
る
動
的
で
あ
る
。
儲
か
に
、
先
人
も

指
精
し
た
や
う
に
、
注
3
戎
々
の
訪
日
訴
が
、
へ
川
組
J

一
川
話
〈
℃
円
。
，
勺
C
ω
F
Z
g
巳

Z
p
m
l

g開
ろ
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
そ
の
胡
に
情
動

計
諮

(mg。
toHMω
何
回
釦
口
問

g
m
g
で
あ
っ
た
と
一
…
一
口
う
過
引
を
総
て
、
始
め
て
き
う

出
り
得
た
の
で
あ
っ
て
、
い
か
に
高
度
な
象
徴
を
一
析
す
抽
象
的
一
一
一
日
初
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
使
用
者
が
動
物
と
し
て
の
人
間
で
あ
る
限
り
、
そ
の
象
徴
の
小
に
情
秘

的
要
素
を
伴
は
ず
に
は
ゐ
な
い
と
一
…
一
日
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

す
な
は
ち
、
京
暖
は
、
純
粋
な
客
観
的
指
心
象
徴
と
し
て
は
、
外
界
出
伎
の
心
u
M

下
に
よ
る
生
物
の
皮
膚
感
覚
の
相
対
的
変
化
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
際

、、

に
於
い
て
、
そ
の
変
化
の
我
々
へ
の
投
与
は
、
さ
う
し
た
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る

、

、

、

、

よ
り
先
に
、
よ
り
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
何
か
で
あ
る
心
そ
の
向
か
の
解
明
は
、
消
し

、、

そ
れ
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
恐
ら
く
向
か
自
体
の
近
似
値
と
一
…
…
一
口
ふ
に
も
程
遠
い
も

の
で
し
か
無
い
で
あ
ら
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
完
全
に
人
間
の
内
部
の
問
題

で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
場
へ
の
抽
出
は
も
と
も
と
無
窓
味
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
は
確
か
に
感
情
の
位
界
と
連
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
言
っ
て
純
粋
な
情
緒
と

昭
ぶ
に
は
、
少
し
誇
張
の
嫌
ひ
が
あ
る
。
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
、
知
的
価
値
の
一

部
分
で
あ
り
、
一
一
一
日
は
ば
指
示
が
情
緒
に
投
じ
た
波
紋
の
知
的
鋭
域
へ
の
揺
り
返
し

と
で
も
一
守
口
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
飽
く
迄
、
象
徴
の
内
部
を
支
へ
る
要
素
と
し
て
の

枠
を
持
っ
た
情
緒
的
部
値
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
定
義
付
け
の
押
収
昧
さ

と
正
比
的
に
、
そ
構
造
の
分
析
も
漠
然
た
る
も
の
で
し
か
あ
り
得
な
い
、
の
で
あ

っ

て

、

そ

れ

に

淡

く

こ

つ

の

に

区

別

で

き

る

に

過

ぎ

な

い

で

あ

ら

う

。

、

は

刊

刻

々

の

心

の

内

側

に

、

前
提
と
し
た
人
間
の
生
に

す
な
は
ち
死
へ
の
近
付
先
、

な
い
か
も
し
れ
な
い

さ
行
/
し

へ

一
七
何
、
そ
の
う
ち
、
三

三
十
数
仰
に
は
、
本
稿
の
考
一
築
対

な
い
為
、
暫
く
除
外
し
、
残
り
二
人

O
仰
を
整
理
す
る
と
、

仰
は
、

ω内
容
的
に
、
上
下
何
に
似
通
っ
た
表
現
を
配
し
、
そ
の

っ
て
、
印
象
の
強
化
を
計
る
向
震
対
と
、
向
上
下
五
に
対
燃
的
た

そ
の
内
容
の
落
差
の
中
に
、
対
照
比
較
の
妙
を
求
め
よ
ラ
と
す
る
興
策
対
と
の
二

つ
に
、
大
別
じ
得
る
で
あ
ら
う
。
今
、
後
者
に
併
を
叡
っ
て
み
る
と
、
次
の
様
た

仰
の
中
で
、
用
↑
…
…
一
問
的
実
質
諮
の
果
す
役
割
は
、
ど
の
織
な
も
の
で
あ
ら
う
か
む

0

・

i

御
焔
容
焔
暖
一
馳
道
一
主
諜
寒

(
6〉

。

一

.

雫

川
口
孤
城
向
水
問
問
一
川
柳
閥
均
背
人
飛
(
山
山
)

0

・'
H

M

…m

濁
来
成
慢
望
不
去
泥
州
怖
い
干
」
(
釦
)

こ
れ
ら
の
匂
を
み
る
と
、
こ
こ
に
附
点
に
よ
っ
て
治
し
た
語
が
、
上
下
付
中
に

於
い
て
、
対
称
位
置
に
在
り
、
ま
た
内
容
的
に
も
、
相
対
的
関
係
に
立
っ
て
、
用

ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
る
が
d

そ
れ
で
は
、
そ
の
対
応
は
、
厳
密

に
言
っ
て
、
何
学
}
悲
準
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
集
暖
は
椙
皮
の
高
抵
差
、
去

来
は
行
動
方
向
一
の
相
反
を
お
す
ζ

と
、
言
ふ
迄
も
無
い
が
、
対
何
に
用
ひ
ら
れ
て

ゐ
る
こ
れ
ち
は
、
果
じ
て
ー
そ
れ
だ
け
の
意
味
で
、
使
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う

か
。
若
し
一
さ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
客
観
的
対
比
の
中
の
ど
こ
に
、
言
語
技
巧

と
し
て
の
百
臼
味
が
、
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
か
う
し
た
疑
問
に
対
す
る

解
明
の
、
手
掛
り
を
求
め
る
為
に
は
、
や
は
り
、
語
そ
の
も
の
の
木
質
に
、
諮
る
外

は
無
く
、
と
こ
に
智
頭
に
述
べ
だ
知
的
姉
備
と
情
的
価
値
と
の
問
題
が
、
導
入
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
訴
が
約
束
と
し
て
、
中
一
一
川
ひ
換
へ
れ
ば
、
理
知
的
に
、
或
る
一
定
の
客

観
的
意
味
を
持
つ
こ
と
は
、
間
違
ひ
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
約
束
を
作
り
、
そ

の
約
束
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
使
ふ
我
々
は
、
突
は
知
牲
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
る
入

一位7)一

依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は



0

・

明
ら
か
で
あ
る
q

例
へ
ば
媛
は
寒
に
対
し
て
、
よ
り
穏
や
か
な
明
る
い
の
流
れ

。

に
一
乗
る
も
の
で
あ
り
、
衆
、
は
畷
に
比
べ
、
逆
に
そ
り
傾
き
に
抵
抗
を
示
す
も
の
で

0

・

あ
ら
う
。
同
様
に
し
て
、
対
象
に
む
か
ふ
向
は
陽
性
、
対
象
に
そ
む
く
背
は
陰

・
0

性
、
現
れ
来
る
も
の
と
泊
え
去
る
も
の
と
の
差
を
持
つ
去
来
も
叉
同
断
で
あ
る
。

諭
は
煩
雑
に
亙
っ
た
が
、
嬰
之
~
対
句
山
中
の
対
応
語
が
、
対
偶
を
構
成
し
得
て
ゐ

る
大
き
な
要
素
に
は
、
か
ラ
し
た
知
的
術
館
に
伴
ふ
情
的
価
値
の
介
在
す
る
こ
と

。

。

が
、
考
へ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
「
統
一
戸
脊
風
暖
紗
額
暗
色
新
」

(

U

H

)

の
様
な
例
を
検
討
し
て
ゆ
け
ば
、
実
に
一
閣
の
裏
付
け
を
得
ら
れ
る
で
あ

ら
う
。
思
ふ
に
、
こ
の
何
に
於
け
る
駿
と
新
と
は
、
知
的
に
は
殆
ど
関
連
が
無
い
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
同
一
語
が
対
偶
の
興
を
お
し
得
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
情
的
に

何
等
か
の
結
び
付
き
を
持
つ
か
ら
に
外
な
ら
な
い
臼
こ
の
援
と
新
と
の
情
的
結
合

は
、
こ
れ
を
「
人
燐
寒
梯
柚
秋
色
老
梧
桐
」
(
的
)
に
照
合
し
て
観
れ
ば
、
極

0

・

・

0

め
て
了
然
た
る
も
の
と
な
る
。
新
は
十
日
と
ー
対
た
り
得
、
吉
は
更
に
老
に
連
な
り
、

。

者
は
寒
と
並
び
、
そ
し
て
寒
は
援
の
反
で
あ
る
ο

と
の
関
係
を
辿
れ
ば
、
和
が
陽

。

耐

性
語
と
し
て
暖
と
肉
質
対
を
成
し
て
ゐ
る
面
白
味
が
理
解
で
き
よ
う
。

我
々
は
、
こ
の
様
な
っ
知
的
に
は
飛
躍
が
有
り
な
が
ら
、
情
的
に
は
阿
賀
と
考
へ

ら
れ
る
一
述
の
語
を
、
次
に
示
す

a
-
b
-
c
の
関
聯
の
や
う
な
操
作
に
よ
っ
て

設
は
ば
尻
取
り
循
環
の
形
で
、
組
織
的
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

〉、，

o

r
(ぼ
〉
「
燦
持
寄
山
一
法

0

1

J

7

 

雲
捲
箆
歌
月
上
横
」

(mv

9
M
 
G

〉
〉

燃
間
開
制
点
樹
鴻
白
秋
い
(
瓜

。

。

寸

J

替
博
鳳
吹
越
日
在
能
旗
」

(
3
V

0

0

2

 

b

「
山
神
新
晴
雨
燥
留
開
月
花
」

(
4
)

0

・
〉

r
d

開
猿
積
涙
痕
」
(
奴

。

造
内
十
見
羅
緒
」

(
却
)

ptv 

(
胤
)

順
一
に
共
通
な
・
品
川
を
娘
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

i
開

l
持

i
伝
の
連
鎖
的
問
質
牲
を
示
し
、

b
も
亦
問
織
に
帯
!
則
前
!
見
i
聞
の

聯
関
を
現
し
、
更
に
こ
の

a
b
は

c
の
留
i

花
に
よ
っ
て
、
全
部
一
つ
の
系
聯
と

か
う
L
た
操
作
を
重
ね
て
ゆ
く
き
な
ら
ば
、

質
語
の
系
聯
も
亦
問
時
に
伸
延
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば

。

月

d胃

O

自
在
矯
鷺
恰
恰
時
」
(
日
)
か
ら
、

a
の
一
諮
群
に
述
が
加
へ
ら
れ
、

。

通
小
市
家
林
近
}
山
帯
平
湖
野
寺
連
」
(
日
山
)

ζ

よ
っ
て
佐
と
繋
が
り
、

q''刷
、

1
1

:

o

 

こ
「
沙
洋
江
村
住
栓
門
山
中
河
川
ゾ
深
」
(
山
山
)
「
歩
一
義
君
主
か
宮
中
可
決
恥

o

o

j

2

7

0

Q

O

 

(
日
)
「
山
河
扶
線
一
戸
日
河
川
近
隣
梁
」
(
山
山
)
の
如
く
、
深
!
高
!
扶
と
続
き
、

0

1

0

0

;

ヰ

そ
の
中
の
深
だ
け
を
取
っ
て
も
「
九
江
蓉
水
間
三
腕
暮
雨
深
」
(
位
)
の
闘
に
延

Q

0

3

 

び
、
閣
は
「
帆
飛
楚
闘
風
議
開
馬
渡
車
関
雨
雪
多
」
(
閣
)
の
か
に
連
な
り
、

c

o

o

-

」

つ

多
は
「
楚
水
晩
涼
擁
客
平
社
陵
秋
思
傍
螺
多
」
(
幻
)
の
様
に
平
と
結
ぶ
、
と

っ中

い
っ
た
形
で
、
矯
的
同
一
質
語
の
諸
説
は
、
次
第
に
積
み
上
げ
ら
れ
る
Q

そ
し
て
こ

。

の
語
辞
系
列
の
出
発
点
と
し
た
在
は
、
対
象
の
現
在
撤
在
を
指
一
一
泊
し
、
先
の
来
と

間
質
、
去
と
異
質
の
対
を
倣
す
法
4
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
情
的
陽
性
諮
た
る
こ
と

が

明

ら

か

で

あ

り

、

縫

っ

て

以

こ

れ

を

陽

系

聯

と

呼

ぶ

こ

と

が

で

き
る
G

試

み

に

、

当

罰

す

る

る

、

こ

の

の

一

次
の
様
で
あ
る
。

口

o
n
L
 

有
i
添

i
困
i
依

l
惰
i
蕗
!
J
同
i
接
i
合

i
和
!
述
1

兼

i
帯
i
ω
m
l潟
市

i
臨

1
曾

i
共
!
携
i
i
釘
i
迎
i
i
八日

i
街
ー
!
擁
i
市

催

i
生
i
i
見
i
持
i
開
!
得
!

興
を
引
く
日
れ
ほ
し
い
も
の

陰
性
諮
の
系
聯
を
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
は
、

る
す0~

集
!
冷
1

稀
i

少
l
浅
l
低
1

下
i

後

i
快

i
議
i
無
1
背
i
分

i
断
l
嗣

i
孤

i
散

i
猫
!
空

i
僻
!
去
!
離
l
送

i
礎
i
移
i
退
i
斜

l
窮
l

関
!
関
i
流
i
没
i
消
!
制
約
!
迷

i
憂
i
斜
i
惨

l

特
i

落
l

失
1

過
!
動
!
蔽
・土山
民

D
更
底
上
、

J
1
1
A
J
 

し
て
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
こ
こ
で

な
る
べ

に
対
応
す
る
如
く
排
外

ベ
き
点
は
、
対
偶
何
中
に
於
い

こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
、



て
は
、
所
調
反
対
話
(
知
的
に
同
一

相
反
す
る
も
の
)
よ
り
も
、
寧
ろ
焔

に

よ

っ

て

、

対

を

な

し

て

ゐ

る

や

汽

に

多

い

の

こ

と

で

あ

る

。

例

へ

ば

、

綬

の

対

減

た

る

べ

あ

め

る

が

、

実

際

に

は

「

雄

一

蹴

日

暖

龍

愉

(

加

)

の

や

う

に

、

。

.

凡
そ
緩
と
は
似
の
無
さ
き
う
な
搬
と
対
を
な
す
Q

し
か
し
こ
の
対
照
も
亦
、
決
し

Q

〉
4

て
単
純
な
怒
窓
的
吋
け
合
せ
で
は
な
く
、
「
微
月
初
一
一
一
夜
新
郷
第
一
弾
」
(
山
)

Q

-

-

-

G

 

の
様
な
傍
認
に
よ
っ
て
、
先
の
暖
一
寒
i
老
i
古川
r
新
一
の
繋
合
か
ら
、
解
き
明
か

さ
れ
る
情
的
連
鎖
の
一
端
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
間
一
系
聯
中
に
於
け
る
相
関
、
す

o

o

s

t

 

な
は
ち
類
諮
に
就
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
「
風
媛
鳥
鐸
硲
一
日
高
花
影
京
一

k
m
)

O

Q

，

聞

の
や
う
に
配
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
亦
「
影
高
議
木
外
呑
満
一
一
階
中
」
(
冗
)
「
月

Q

O

h

F

Q

門

V

O

Q

明
一
ニ
峡
一
時
糊
満
二
江
蒋
」
(
町
仇
)
の
や
う
に
、
高
J
満
l
m切
と
辿
れ
ば
、
一
腰
と

寸ょ

の
親
近
は
漸
く
浮
き
出
て
来
る
。
こ
こ
に
は
暖
擦
の
碍
語
を
競
る
例
の
み
を
、
拾

っ
て
ゐ
る
感
が
有
る
が
、
こ
れ
は
他
の
す
べ
て
の
諮
に
等
し
く
認
め
ら
れ
る
現
象

で
あ
っ
て
、
例
は
枚
挙
に
憧
が
無
い
。

「
J

守

・

円

〕

T

・

、
~
討
の
向
は
、
背
と
対
す
る
よ
ち
も
、
「
野
勝
向
江
森
寂
寂
断
碑
無
字
章
一
平
一
平
」

〔
一
幻
〉
の
や
う
に
、
異
範
鳴
の
無
と
地
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
巾
に
沖
引
か
さ
れ
、

0

0

3

》

肉
質
対
で
も
、
「
客
机
和
脱
落
霜
葉
向
人
飛
一
」
(
朕
)
の
や
う
に
、
踊
り
の
少
な

か
ち
ぬ
穏
と
偶
し
て
ゐ
る
。

…m
わ
も
亦
、
「
野
色
寒
恥
浅
人
家
乱
秘
稀
」
(
出
)
「
無
擾
落
木
議
漁
ナ
ド
不
意

。

。

長
一
比
一
波
渡
来
」
(
侃
)
や
「
竹
陰
行
庭
密
僧
総
別
来
高
」
(
劉
〉
「
春
潮
帯
雨
降
来

て-、。

急
野
波
無
人
舟
自
繍
」

nm
別
〉
の
や
う
な
例
を
見
せ
て
ゐ
る
。
す
な
は
も
、
知

的
比
重
の
大
き
な
対
語
を
用
ひ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
対
偶
技
巧
と
し
て
擾
な
る

法
で
は
な
く
、
寧
ろ
指
示
と
し
て
は
、
互
に
関
連
が
無
い
や
う
に
見
え
な
が
ら
、

実
は
そ
こ
に
不
可
離
な
情
緒
的
連
繋
の
顕
在
す
る
如
き
対
何
棒
成
を
求
め
る
こ
と

が
べ
詩
人
鎮
身
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
り
で
あ
り
ノ
ト
そ
れ
故
に
こ
そ
、
「
鶴
間
関
武
道

衣
箭
秤
紫
慶
」

m
i
wな
る
社
南
の
一
初
花
対
事
一
て
-
丹
塀
秤
量
競
」

(
問
〉
の
や
う
な
相
似
的
表
現
が
、
る
わ
け
で
あ
ら
う
9

F

F

o

o

 

m起
の
追
付
設
一
一
心
が
、
開
i

持
の
巧
み
な
呼
応
に
授
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、

0

・

る
迄
も
な
い
。
異
質
対
に
就
い
て
も
、
例
へ
ば
「
弓
物
関
西
月
旗
蛾
滑
北
風
」

。

(
的
〉
「
一
定
送
関
西
雨
風
儒
清
北
秋
」
(
刊
日
〉
の
如
く
、
同
じ
作
者
持
参
に
よ
る

極
め
て
相
近
い
修
辞
の
中
に
あ
っ
て
、
五
に
呼
応
し
合
ふ
対
話
の
知
的
懸
隔
と
情

的
親
近
と
の
禄
相
は
、
甚
だ
複
雑
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
叉
興
味
深
い
も
の
で

あ
る
。
今
話
み
に
、
か
う
し
た
微
妙
な
関
係
の
う
ち
、
比
較
的
説
き
明
か
し
易
い

一
例
を
挙
げ
る
と
、
知
的
に
は
類
似
し
な
が
ら
、
情
的
に
る
次
の
様
な

あ
る
。

っ
た

0

・
F

す

な

は

ち

、

連

天

観

間

関

」

(

問

)

と

魚
客
心
」
(
国
)
と
に
於
け
る
葦
と
蔽
と
は
、
い
づ
れ
も
一

あ
っ
て
、
知
的
に
極
く
近
い
が
、
対
話
と
し
て
初
中
に
用
ひ
ら
れ
た
場
合
の

の
問
に
は
、
異
質
主
一
一
一
一
口
っ
て
良
い
程
の
ふ
一
一
況
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

の

・

的
な
面
で
の
対
立
で
あ
っ
て
、
一
辿
と
並
ぶ
棄
は
陽
系
列
、
愁
と
同
じ
蔽
は
陰
系
列

め

に
隠
す
も
の
と
一
一
一
同
は
ね
ば
な
ら
な
い
9

た
と
へ
ば
、
あ
の
「
力
抜
山
令
系
護
世
」

(
咳
下
歌
)
と
「
一
昨
川
町
一
同
蔽
白
日
遊
子
不
額
返
」
(
古
詩
十
九
首
)
と
の
詩
情
の
栄
一
の

採
縮
が
、
こ
れ
ら
の
諮
の
情
的
相
違
な
の
で
あ
っ
て
、
拝
観
的
動
作
と
し
て
は
、

は
じ
お
ほ
ふ
こ
と
に
違
ひ
な
い
が
、
そ
の
内
部
に
は
、
お
ほ
ふ
も
の
と
お
ぼ
は
れ

る
も
の
と
の
関
係
に
基
づ
く
、
「
お
ほ
ひ
万
L

「
お
ほ
は
れ
方
」
の
袋
、
泥
の
懸
開
が

有
る
わ
け
で
あ
る
。
一
般
に
、
知
的
評
問
仰
の
記
載
に
止
ま
る
辞
書
に
於
い
て
は
、

誌
の
情
的
価
値
は
殆
ど
問
題
に
さ
れ
ず
、
所
謂
同
議
し
て
一
括
さ
れ
る
の
が

普
通
で
あ
る
が
、
泊
5
少

く

と

も

、

詩

中

に

於

け

る

当

つ

て

は

、

そ

の
倍
緒
的
機
能
を
明
搬
に
捉
へ
ぬ
限
り
、
真
の
潔
解
時
と
し

抵
の
歪
曲
を
ず
ら
生
じ
か
ね
な
い
で
あ
ら
う
Q

以
上
は
、
主
と
し
て
対
付
中
の
対
応
誌
の
比
較
観

る
が
、
こ
の
問
題
は
、
必
ず
し
も
か
う
し
た
対
何
と

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
部
へ

一(29)ー



十
党
各
聯
に
於
け
る
山
川
山
一
目
的
尖
質
諮
の
情
的
価
値
を
考
へ
る
こ
と
無
し
に
、

て

こ

の

詩

の

こ

と

が

あ

ら

う

か

。

聞
が
し

て
返
ら
ず
L

J試
し
く
悠
た
り
し

よ
っ
て

一(30)一

余
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、

は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
ゃ
う
で
、

ん
で
ゐ
る
。
格
税
詩
越
、
一
向
つ
な
が
ら
原
町

が
、
た
だ
川
町
怠
す
べ
き
こ
と
に
は
、
他
の
い

に
も
判
ら
ず
、
去
の
み
は
「
州
以
前
間
飛
躍
に

そ
の
僚
襲
用
し
て
ゐ
る
心
史
に
金
段
の
鳳
胤
山
口
に



悲
胎
を
鼠
み

制
州
台
ヒ
問
問
成
遊

不
見
使
人
愁
」

場
し
て
、
白
ら
別
趣
を
股
関
し
て
ゐ
る
が
、
そ

、

、

前
詩
と
同
じ
く
、
夢
ま
っ
て
空
し
い
現
実
に
対

な
い
。
間
じ
李
白
が
ゴ
艇
二
下
部
培
橋
日
懐
↓
一
括
γ

の
「
歎
白
山
此
人
去
類
保
徐
削
仰
心
」
も
亦
、
同

一
一
一
…
?
か
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
片
々
た
る
裳

知

り

得

た

と

す

る

の

は

、

滑

稽

で

あ

る

が

、

ぽ

と

し

る
こ
と
も
誤
り
で
あ
る
ο

少
く
と
も
こ
れ
ら
が
、
隠
れ
て
担
娩
い
氷
山
の
一

氏
か
な
が
ら
一
部
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
、
制

的
価
儲
規
定
は
、
決
し
て
小
さ
な
問
題
で
は
無
く
て
、
誌
の
内
部
に
丘
ち
ー

と
す
る
者
凡
て
の
、
先
ず
触
れ
ね
ば
な
ら
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ら
λ
ノ
c

た
が
九
問
回
閣
に
述
べ
た
や
う
に
、
こ
て
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
為
に
は
、
府
詩
一
山
小
に
於
片

し
、
漠
然
た
る
陰
陽
対
立
た

ば
な
ら
な
い
c
住
刊
本
稿
は
、

例
外
の
摘
出
、
解
析
す
ら
、

な
る
問
題
提
起
に

る。

っ
て
ゐ
る
。

ち

そ
の
本
格
的
作
業
以
前
の

い
し
得
て
ゐ
な
い
純
然
た
る

の
で
あ
る
こ
と
べ
て
、

注
1 

円
オ
グ
ヂ
ン
・
リ
チ
ャ

l
ズ

れ
て
ゐ
る
。

~ 

'--' 

に
少
し
く
触

3 2 

4 

美
人
去

7 5 

万
一
一
一
一
己
の
如
才
特
殊
な
若
作
は
例
外
U

6 8 10 9 

伊
ザ
〕
…
・
巻
十
一
己

的
へ
ば
一
つ
の
仮
説
と
し
て
は
、
以
し

る
に
止
ら
ず
、
用
一
一
一
一
日
的
実
府
民
謡
の
巾
日

を
明
せ
ば
、
周
一
一
一
一
引
の
持
つ
知
的
指
示
機
能
の
一
一
一
つ
の
傾
向
、

す
も
の
、
状
態
を
表
は
す
も
の
、
及
び
そ
の
中
間
型
、
の
去
に
応
じ
て
、
反
射
的

に
情
的
側
備
に
も
喚
情
皮
の
強
弱
、
一
一
一
一
口
ひ
換
へ
れ
ば
陽
性
陰
性
各
情
絡
の
様
成
に

対
し
直
接
的
で
あ
る
か
間
接
的
で
あ
る
か
、
積
極
か
消
極
か
と
い
っ
た
相
述
、
の

荘
り
得
る
こ
と
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
R
ノ
か
心
こ
の
一
一
一
段
階
は
変
化
を
基
準
と

一(31)一

べ
き
逆
ひ
で
あ
る
が
、

で
は
な
い
か
、
と
忠
ふ
の
で
あ
る
心
先
の
本
文
む
削
副
士
、
来
は
動
作
一
日

ば
動
作
半
ば
状
態
i
寒
暖
は
状
態
を
示
す
わ
け
で
あ
る
が
、

i
よ
り
も
弘
、
一
日
よ

り
も
…
m

と
仮
説
し
得
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
亦
新
し
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